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3.12 田中啓二氏（徳島大学医学部栄養学科卒業）が
文化功労者として顕彰
2014（平成26）年11月

　2015（平成 27）年 2月10日、田中啓二先生の文化功労者顕彰記念講演会が、
徳島大学藤井節郎記念医科学センターにおいて執り行われた。
　田中先生は、まず先生のライフワークである「タンパク質分解」に関わることに
なった経緯、ATP依存性タンパク質分解酵素であるプロテアソームの発見につ
いて講演を行った。当時、タンパク質分解は辺境の学問であり、分解など何もし
なくても起こるものなので、エネルギーを使用してわざわざタンパク質を分解する
酵素などおかしいとなかなか学会から認知されなかったらしい。そんな皆から認め
られないような学問をやって何の意味があるのかと非難さえ受けたそうである。そ
のような状況でも、田中先生は、そのような非難をエネルギーにかえ、プロテアソー
ムの全遺伝子配列の決定、ハイブリッドプロテアソームや免疫プロテアソームの
発見に繋げたのである。この雑草魂とも呼ぶべき、先生の学問に対する熱意はも
の凄いものであった。
　このような田中先生のご研究の結果、「タンパク質分解」は、決して辺境のも
のではなく、むしろ生命の中心的な営みを制御する重要な現象であることがわかっ
た。2004（平成 16）年にユビキチン化システムが、2018（平成 30）年にオー
トファジーがノーベル賞受賞の対象研究となった。
　講演の最後に、このような研究成果を得られたのは、決して自分が優秀だった
わけではなく、自分と一緒に苦しい時期を乗り越えてくれた先生方（特に恩師の
市原先生）、友人、後輩に恵まれたからだと感謝の意を表された。確かに、田
中先生の周りには、その道の一流の人が沢山集まっている。仕事に厳しく、人に
優しい先生のお人柄のなせるものである。

講演される
田中啓二先生

顕彰式の午後、天候皇后両陛下からお招きいただいた皇居「お茶会」の会場（宮殿玄関）での記念撮影会の写真。
（後列左端・田中啓二先生）

記念公演でご挨拶される当時学長の香川先生

田中先生の恩師市原先生


